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私
は
今
、
鼓
笛
隊
の
指
揮
者

の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
吹
奏
楽

部
に
入
っ
て
、
演
奏
者
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
挑
戦
し
た

い
で
す
。

　

私
は
獣
医
を
し
て
い
る
お
父

さ
ん
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
話

す
こ
と
の
で
き
な
い
動
物
を
診

察
し
て
、
す
ぐ
に
正
し
い
処
置

が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
父

さ
ん
は
何
で
も
知
っ
て
い
て
、

よ
く
勉
強
も
教
え
て
く
れ
ま

す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
は
「
や
れ

ば
で
き
る
」
で
す
。
努
力
し
た

ら
必
ず
良
い
こ
と
が
お
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
お
父
さ
ん
の
影
響
で
、

医
療
や
看
護
の
仕
事
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
が
好
き
な
の
で
、
今
の

夢
は
助
産
師
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
看
護
師

資
格
も
必
要
な
の
で
、
勉
強

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
き
っ
と「
や
れ
ば
で
き
る
」

の
で
、
夢
を
か
な
え
て
、
地
元

の
病
院
で
働
き
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
喜多小学校 ５ 年（現：喜多小学校 ６ 年）

　岡　　　沙
さ

　希
き

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

2 ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

3 ページ～   （特集）竹林に新たな光

₈ ページ～ おおずニュース

12ページ～ シリーズ

1５ページ～ おしらせ

2５ページ～  図書館・保健センター・

   心と体の健康ガイド

2₈ページ  がんばるひと

　　　　　　　（稲積癒しの里山）

税　　　別 ６月 ７月 ８月 ９月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期 ３期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 ３期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

6 月の納税など　納期限は 6月３０日㈭です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,154人　（－ ９ ）
　男　　21,562人　（     ９ ）
　女　　23,592人　（－ 18 ）
世帯数　20,180世帯（     43 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　 63件（   65 件）
　死者　    1人（     2 人） 
　負傷者　 85人（   80 人）

（2016年 4 月末現在）

　ポコペン横丁で４月
29日㈮、昭和の日恒例
の青空小学校が開催さ
れました。
　年に一度だけ開校す
る保

ぽ

湖
こ

辺
ぺん

小学校では、
朝の会をはじめ、ラジ
オ体操や理科の授業、
昔ながらの給食の時間
などがありました。集
まった62人の児童たち
は、晴れ渡る青空の下、
笑顔で授業を楽しみま
した。
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乾
タ
ケ
ノ
コ
は
、
２
㍍
ほ
ど
に
伸
び
た
モ

ウ
ソ
ウ
竹
の
タ
ケ
ノ
コ
の
皮
を
剥
ぎ
、
ゆ
で

て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
多
く
は
メ

ン
マ
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
、
近
年
日
本
で

流
通
し
て
い
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
輸
入

品
で
す
。

　

食
材
の
国
産
切
り
替
え
方
針
を
決
め
た
国

内
大
手
飲
食
店
メ
ー
カ
ー
か
ら
、昨
年
１
月
、

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
に
対
し
て
乾
タ
ケ

ノ
コ
の
生
産
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

県
全
体
で
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
は
、
農
林
家
の
短
期
収

入
源
と
し
て
、
ま
た
放
置
竹
林
へ
の
対
策
と

し
て
も
、
今
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。 新

た
な
産
業
の
創
出
へ

❶ 適度に伸びたタケノコ
❷ 皮を剥ぎ、カットしたもの
❸ 湯がいて乾燥した後の完成品

（特集）
竹林に新たな光
－乾
ほし
タケノコ生産－

❶

❷❸
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メ
ー
カ
ー
か
ら
生
産
要
請
が
あ
っ
た

乾
タ
ケ
ノ
コ
は
、
県
全
体
で
年
間
18
㌧

と
い
う
量
で
し
た
。
そ
こ
で
平
成
29
年

度
ま
で
に
必
要
量
を
生
産
す
る
た
め
、

段
階
的
な
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

計
画
初
年
度
の
平
成
27
年
度
は
、
目

標
５
㌧
に
対
し
て
、
県
全
体
で
約
２
㌧

と
半
分
足
ら
ず
の
生
産
量
で
し
た
。
そ

の
う
ち
の
約
１
㌧
は
大
洲
市
が
生
産
し

ま
し
た
が
、
目
標
に
は
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
度
は
県
で
10
㌧
、
そ
の
半

分
の
５
㌧
が
大
洲
市
の
生
産
目
標
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
は
、
県
内
一
の
竹
林
面
積
を

保
有
し
て
い
て
、
乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に

必
要
な
モ
ウ
ソ
ウ
竹
が
豊
富
に
あ
り
、

生
産
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

乾
タ
ケ
ノ
コ
を
生
産
す
る
た
め
に
は
乾

燥
機
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
全
国
有
数

の
乾
シ
イ
タ
ケ
の
産
地
で
あ
る
大
洲
市

に
は
、
乾
燥
機
を
所
有
し
て
い
る
生
産

者
が
多
い
た
め
、
乾
タ
ケ
ノ
コ
加
工
の

た
め
の
基
盤
も
整
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

近
年
、
竹
材
の
利
用
は
減
少
の
一
途
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
増
加
し
た
放
置
竹
林

は
、
人
工
林
へ
の
侵
入
や
、
有
害
鳥
獣
の
す

み
か
と
な
る
な
ど
、
中
山
間
地
域
の
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
乾
タ
ケ

ノ
コ
生
産
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
次
の
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

700ha 以上 700ha 以上 

500ha 以上 700ha 未満 500ha 以上 700ha 未満 

300ha 以上 500ha 未満 300ha 以上 500ha 未満 

100ha 以上 300ha 未満 100ha 以上 300ha 未満 

100ha 未満 100ha 未満 

大洲市 
780ha 

松山市 松山市 
570ha 570ha 

宇和島市 宇和島市 
500ha 500ha 

内子町 内子町 
405ha 405ha 

今治市 今治市 
382ha 382ha 

伊予市 伊予市 
312ha 312ha 

西予市 西予市 
281ha 281ha 

西条市 西条市 
219ha 219ha 

四国中央市四国中央市
149ha 149ha 

東温市 東温市 
136ha 136ha 

砥部町 砥部町 
132ha 132ha 

新居浜市 新居浜市 
115ha 115ha 

八幡浜市 八幡浜市 
100ha 100ha 

愛南町 愛南町 
90ha 90ha 

鬼北町 鬼北町 
81ha 81ha 

久万高原町久万高原町
81ha 81ha 

上島町 上島町 
41ha 41ha 

松野町 松野町 
22ha 22ha 

伊方町 伊方町 
11ha 11ha 

松前町 松前町 

全
国
に
先
駆
け
た
生
産
地
へ

期
待
さ
れ
る
効
果

▽�
竹
林
整
備
に
よ
る
森
林
環
境
の
改
善

▽�
生
食
用
ま
た
は
加
工
用
タ
ケ
ノ
コ
生
産

量
の
拡
大

▽�

乾
シ
イ
タ
ケ
や
野
菜
な
ど
、
ほ
か
の
産

物
の
取
引
拡
大
へ
の
可
能
性

▽
地
域
の
雇
用
や
新
た
な
産
業
の
創
出

地域森林計画書による県内の
竹林面積 （資料提供：愛媛県）
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一
人
で
も
多
く
の
人
に
乾
タ
ケ
ノ
コ

生
産
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生

産
量
の
増
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
愛
媛

県
森
林
組
合
連
合
会
や
大
洲
市
森
林
組

合
を
中
心
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
工
に
必
要
な
鍋
な
ど
の
整
備
を
行

う
ほ
か
、
作
業
道
開
設
お
よ
び
獣
害
対

策
補
助
な
ど
の
説
明
会
や
、
生
産
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

研
修
会
の
開
催
な
ど
、
生
産
拡
大
に
向

け
て
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
㈰
に
は
、
新
谷
の
椎
茸
選

別
場
で
乾
タ
ケ
ノ
コ
の
作
り
方
講
習
会

が
開
催
さ
れ
、
生
産
者
や
関
係
者
合
わ

せ
て
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
皮
剥
ぎ
や
カ
ッ
ト
の
方

法
、
湯
せ
ん
、
乾
燥
の
要
領
の
ほ
か
、

買
い
取
り
価
格
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乾
タ
ケ

ノ
コ
の
完
成
品
を
持
ち
寄
り
、
出
来
栄

え
や
買
い
取
り
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て

相
談
す
る
生
産
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

目
標
達
成
に
向
け
て

　タケノコは、竹林をしっかりと整備すれば、
確実に採ることができます。また、初期投資も
少なくて済み、さらに現在は買い取り先も決ま
っているので、良い物を作ればその分買っても
らえます。乾タケノコは、生産者にとって「計
算できる」産物といえます。
　大洲市においても、乾タケノコに関する説明
会を重ねてきました。参加状況を見ても、関心
の高さがうかがえ、期待しているところです。
地域の竹林対策にこれほど有効な手段はないの
で、行政とも協力して、しっかり後押ししてい
きたいと思っています。

　乾タケノコに関する問い合わせが増えていて、
生産者の関心が高まっていると感じています。
個人で生産するだけでなく、グループで取り組
んでいる人もいて、生産者同士の新しいつなが
りも見られます。
　全国には、広い竹林を持つ地域がたくさんあ
ります。そのなかで愛媛県を選んでもらってい
るので、要請を受けた生産量は達成しなければ
なりません。また、ニーズに応え、産地として
信頼を得ることができれば、今後ほかの作物の
生産受注につながり、地域がさらに活性化でき
るのではないか、と期待しています。

愛媛県森林組合連合会
参与

松本　　泰
やすし

　さん

大洲市森林組合
指導部　主事

竹岡　寿
じゅ

理
り

　さん
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求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
　
し
っ
か
り
応
え
た
い

新
た
な
大
洲
ブ
ラ
ン
ド
へ

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
奥
さ
ん
の
千ち

代よ

香か

さ
ん
と
と
も
に
乾
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
上
川
さ
ん
は
、
講

習
会
で
説
明
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

で
は
第
一
人
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飲
食
店
メ
ー
カ
ー
が
愛
媛
産
乾
タ
ケ

ノ
コ
に
注
目
し
、
生
産
者
に
会
い
た
い

と
の
要
望
で
面
会
し
た
の
が
上
川
さ
ん

で
し
た
。誠
実
で
地
道
な
取
り
組
み
が
、

乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
を
請
け
負
う
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
「
乾
タ
ケ
ノ
コ
の
最
盛
期
は
２
週
間

程
度
。
シ
イ
タ
ケ
が
終
わ
り
、
田
植
え

が
始
ま
る
前
ま
で
の
間
に
で
き
る
の

で
、
効
率
が
い
い
。
物
を
売
る
に
は
営

業
が
必
要
だ
が
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
後

押
し
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
安
心
し

て
作
業
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
」
と
上

川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
５
０
０
㌔
を
生
産
し
た
上

川
さ
ん
は
「
自
分
の
土
地
だ
け
で
は
無

理
な
の
で
、
知
人
に
声
を
か
け
、
放
置

竹
林
を
借
り
て
い
る
。
厄
介
者
の
竹
林

整
備
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
知
人
か
ら

は
逆
に
感
謝
さ
れ
る
ほ
ど
」
と
、
多
方

面
に
効
果
の
あ
る
乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
の

可
能
性
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
県
内
の
み
な
ら
ず
、
鹿
児
島

県
か
ら
も
視
察
が
あ
る
と
い
う
上
川
さ

ん
は
「
少
な
く
と
も
要
請
さ
れ
て
い
る

も
の
は
商
品
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
、
信

頼
を
損
な
わ
な
い
仕
事
を
し
た
い
。
そ

う
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く
期
待
さ
れ
て

い
る
愛
媛
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
。
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
な

の
で
、
み
ん
な
の
力
で
認
め
ら
れ
る
も

の
を
作
り
上
げ
、目
標
を
達
成
し
た
い
」

と
、
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、竹
は
建
築
や
日
用
品
な
ど
、

身
近
な
資
材
と
し
て
生
活
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
価
な
輸
入

品
の
増
加
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

新
た
な
資
材
の
出
現
に
よ
り
、
需
要
は

激
減
し
て
い
き
ま
し
た
。
竹
は
成
長
力

が
強
い
た
め
、
放
置
さ
れ
た
竹
林
が
、

民
家
へ
の
侵
入
被
害
の
原
因
と
な
る
な

ど
、
そ
の
対
策
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
が
軌
道
に

乗
れ
ば
、
竹
林
の
整
備
に
よ
る
地
域
環

境
の
改
善
を
は
じ
め
、
雇
用
の
増
加
や
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地
域
の
活
性
化
が
見
込
め
ま
す
。
生
産

を
推
し
進
め
る
事
業
者
に
と
っ
て
も
、

生
産
者
に
と
っ
て
も
、
注
目
を
集
め
て

い
る
今
が
踏
ん
張
り
時
と
い
え
ま
す
。

竹
林
へ
の
新
た
な
光
が
、
大
洲
ブ
ラ
ン

ド
創
出
の
き
っ
か
け
と
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

乾
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
お
け

る
県
お
よ
び
市
の
補
助
に

つ
い
て

�

愛
媛
県
補
助
事
業�

【
乾
た
け
の
こ
生
産
基
盤
整
備
事
業
】

▽
生
産
計
画
の
作
成

▽
基
盤
整
備

▽
生
産
・
加
工
機
材
の
整
備

�

大
洲
市
補
助
事
業�

【
大
洲
市
竹
林
再
生
・
利
用
促
進
緊

急
支
援
事
業
】

▽
竹
林
整
備

▽
作
業
道
開
設

▽
獣
害
対
策

▽
資
機
材
整
備

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
林
業
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
７

大
洲
市
森
林
組
合

☎
㉕
４
０
３
０

「いつかヒットするのでは、という感覚はあった。
厄介者がお金になる、おもしろい時代になった」

上
うえ
川
がわ
　勝
かつ
利
とし
さん　（河辺町三嶋）
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